
山城地域の中学生・高校生の保護者の皆様へ
― 府立高校の充実・発展に向けて ―

京都府教育委員会からのおしらせ

このたび、京都府教育委員会では、山城地域の各府立高校において活力ある

多様な教育活動が行われるよう、山城地域の12校の高校のうち４校を対象にし

て、それぞれの高校の伝統や校風を継承させ、特色のある２つの高校に再編整

備して、将来に向かって更に発展させていくことを公表しました。

実施時期や対象となる高校については、引き続き検討を進めていきます。

◇ ね ら い ◇

○ 京都府教育委員会では、生徒の個性化・多様化が進む中で、多様で柔軟な教育

を行う高校教育のシステムづくりを進めています。また、山城地域では、通学区

域を広げたり入試の方法を改め、学びたい高校を自分の意志で選ぶことができる

よう改善を進めてきました。

○ 山城地域では、中学校を卒業する生徒数は、最も多かった昭和63年度に比べ

ますと、現在は半数近くにまで減少し、高校の小規模化が進んでいます。

こうした中にあっても、高校では、生徒一人一人の進路や学習希望に沿った様

々な内容の授業や、多様で活発な部活動が行われ、集団の中でのお互いの磨き合

い・高め合いがしっかりとできるようにすることが大切であると考えています。

○ このため今後は、活力があり、多様性がある教育活動を大いに進め、府立高校

を充実・発展させていくため、高校の適正な規模・適正な配置を進めていく必要

があると考えています。



◇ 魅力ある高校づくり ◇

○ 対象となる高校４校のそれぞれの伝統や校風を継承させ、特色のある２つの高

校に再編整備して、将来に向かって、更に発展させていきたいと考えています。

これらの高校については、国際社会で活躍できる人材の育成を目指す専門性の

高い教育、京都らしい伝統文化を生かし未来の文化の創造を目指す教育、豊かな

未来社会の形成に寄与する福祉マインドをかん養する教育など、時代の変化に対

応した一層魅力ある教育を創造していきます。

○ また、山城地域のすべての高校で、教育内容や指導方法の充実・改善、部活動

などの活性化に取り組むとともに、社会の変化に対応した新しい教育の在り方に

ついても検討を進めます。

※ 具体的な計画については、在校生や来春の受験生に十分配慮して検討を進めます。

※ 府立高校の募集定員は、これまでどおり、山城地域の中学校を卒業する生徒数を考慮し

て定めますので、この取組によって府立高校への入学が難しくなることはありません。

京都府教育委員会では、府民の皆様、保護者の皆様の御理解を得ながら、府

立高校の適正な規模や適正な配置を実現し、入学する生徒に、より充実した教

育を行っていきたいと考えています。

平成１６年１２月

府立高校改革に関することは、京都府教育委員会のホームページで御覧いただけます。

お問い合わせ先 京都府教育庁指導部高校改革推進室

〒602-8570 京都市上京区下立売通新町西入藪ノ内町

電話 075-414-5848 FAX 075-414-5698

http://www.kyoto-be.ne.jp/kaikaku/ホームページ


